
【地域交流、教育、環境・自然保護、農業・食育、医療・福祉、文化・芸術、ビジネス】
南伊豆、地方創生、ボランティア、学校連携、地域イベント、町の公式事業

◆ 活動内容

◆ メンバーの声

◆ 2026年度の活動目標

設立年：

メンバー数：

活動頻度：

主な活動場所：

参加費用：

広報

ウェブサイト Instagram X Facebook note YouTube

■ 問合せ先 inakaryuugaku@gmail.com 登録サークル

2025年 8月：つながる田舎留学事前FW
9月：つながる田舎留学・地球感謝祭
10月：稲門祭
2月：ふかめる田舎留学事前FW
2月〜3月：ふかめる田舎留学
その他、定期MTG、首都圏における南伊豆PRイベン
ト、班単位や有志での南伊豆訪問、古民家再生プロ
ジェクト、そば栽培プロジェクトなど

17人

対面ミーティング：月2回〜
現地での活動：年4回〜

ミーティング：WAVOC会議室・オンラ
イン
活動場所：南伊豆町・首都圏各所

入会費：3,000円
現地活動日（1週間）：3万円程度

田舎留学プロジェクト運営局

早稲田大学の学生有志の発案によってはじまった、南伊豆町の事業の企画や運営を担うサークル。関係人口
創出によって将来的な町の担い手を確保することを目指します。町内の事業者や学校と連携したボランティ
ア活動のほか、町民との交流、南伊豆町の交流自治体である杉並区や都内複合施設でのブース出展など、町
内外で南伊豆町の関係人口創出につながる様々なイベントを、学生の主体性のもとで企画運営します。

事業初年度である2025年度は、①南伊豆町内での活動②町外でのPR活動に励みました。①1週間を町で過
ごす「つながる田舎留学」「ふかめる田舎留学」では、町民との関わりを通じて町を第二のふるさとのように感
じていく学生の姿が見られました。②東京では、早稲田大学のイベント「地球感謝祭」「稲門祭」への出店、交流
自治体である杉並区における伊勢海老の味噌汁配布などを通じ、町の魅力を発信する活動に精力的に取り
組みました。

首都圏の大学生が1週間町に滞在する「つながる田舎留学」や「ふかめる田舎留学」を基軸に、学生と町民が継
続的に関わる機会を増やし、町内における田舎留学プロジェクトの存在を確固たるものにします。さらに、古
民家改修による拠点づくりや南伊豆町産そば栽培といった新規事業を学生主体で推進し、町外への発信を行
うことで、南伊豆町の魅力と認知度向上に貢献します。

◆ サークル情報 ◆ 2026年度の年間活動スケジュール


